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富山の洋風建築を探る
〈特集　郷土の歴史再発見〉

　
「
ふ
る
さ
と
の
想
い
出 

写
真
集 

明

治
大
正
昭
和 

富
山
」（
㈱
国
書
刊
行
会

　

八
尾
正
治
編
）に
は
、明
治
時
代
に
建

て
ら
れ
た
洋
風
の
富
山
県
庁
、県
会
議

事
堂
、富
山
市
役
所
、富
山
市
立
図
書
館

な
ど
の
貴
重
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　

昨
今
、明
治
時
代
の
建
築
物
の
評
価

が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
う
し
た
も
の
が

残
っ
て
い
た
ら
…
と
残
念
な
気
持
ち
に

な
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

富
山
の
洋
風
建
築
に
つ
い
て
探
る
前

に
、ま
ず
、日
本
全
体
の
流
れ
か
ら
み
て

い
こ
う
。

　

１
８
５
３
年
、ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー

率
い
る
黒
船
が
浦
賀
に
来
航
。翌
年
、

日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
、下
田（
現

在
の
静
岡
県
下
田
市
）、箱
館（
現
在
の

函
館
）が
開
港
、鎖
国
が
幕
を
閉
じ
た
。

１
８
５
８
年
、日
米
修
好
通
商
条
約
が

高岡山町筋の富山銀行本店（大正３年12月建築）

結
ば
れ
、神
奈
川
、長
崎
、箱
館
、新
潟
、

兵
庫
の
５
港
の
開
港
が
決
ま
っ
た（
下

田
は
閉
鎖
）。江
戸
幕
府
は
、神
奈
川
宿
・

神
奈
川
湊
は
東
海
道
に
直
結
す
る
こ
と

か
ら
、対
岸
の
半
農
半
漁
の
寒
村
・
横
浜

村
に
開
港
場
を
新
設
し
た
。
ま
た
、兵

庫
は
古
く
か
ら
の
港
町
と
し
て
栄
え
て

い
た
が
、数
キ
ロ
東
の
農
村
・
神
戸
村
で

の
開
港
と
な
っ
た
。

　

開
港
に
よ
り
、貿
易
の
た
め
に
外
国

人
が
商
売
を
し
、居
住
す
る「
居
留
地
」

が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

横
浜
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、幕
府

は
横
浜
へ
の
出
店
を
奨
励
す
る
御
触
を

出
し
、三
井
組
な
ど
の
江
戸
の
大
商
人

や
全
国
か
ら
一
旗
あ
げ
よ
う
と
す
る
山

師
的
な
冒
険
投
機
商
と
と
も
に
、膨
大

な
建
設
工
事
需
要
の
た
め
、多
く
の
棟

梁
や
職
人
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、外
国

人
建
築
家
・
技
術
者
も
多
数
集
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
棟
梁
・
職
人
た
ち
は
洋

風
建
築
を
学
ん
で
い
っ
た
。横
浜
は
そ

の
た
め
の
最
適
の
地
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、大
政
奉
還
が
あ
り
、王
制
復

古
の
大
号
令
に
よ
り
、明
治
新
政
府
が

発
足
。
１
８
６
８
年
に
示
さ
れ
た「
五

箇
条
の
御
誓
文
」で
は
、合
議
体
制
、官

民
一
体
で
の
国
家
形
成
、旧
習
の
打
破
、

世
界
列
国
と
伍
す
る
実
力
の
涵
養
が
明

文
化
さ
れ
、「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ

た
。

　

１
８
７
１
年
か
ら
１
８
７
３
年
か

け
、岩
倉
具
視
を
正
使
と
し
て
政
府
の

ト
ッ
プ
や
留
学
生
ら
総
勢
１
０
７
名

で
構
成
さ
れ
た
岩
倉
使
節
団
が
、ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ（
イ
ギ
リ

ス
、フ
ラ
ン
ス
、ベ
ル
ギ
ー
、オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
、ロ
シ
ア
、デ
ン
マ
ー
ク
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、イ
タ
リ

ア
、ス
イ
ス
）を
訪
問
。直
に
西
洋
文
明

や
思
想
に
触
れ
て
帰
国
し
た
。

　

こ
の
結
果
、政
治
、軍
隊
と
と
も
に
、

交
通
、建
築
、服
装
、食
事
、教
育
、な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
西
洋
式
に
切
り
替
え

ら
れ
た
。公
共
の
建
物
は
す
べ
て
西
洋

式
に
と
い
う
の
が
明
治
新
政
府
の
方
針

だ
っ
た
。中
央
の
主
要
官
庁
や
重
要
な

建
物
は
、外
国
人
の
お
雇
い
建
築
家
や

そ
の
指
導
の
も
と
で
育
っ
た
少
数
の
日

本
人
建
築
家
に
任
せ
ら
れ
た
。

　

１
８
７
１
年
、明
治
初
期
に
殖
産
興

　富山県内の洋風建築と言えば、赤レンガの銀行として知られる富山
銀行本店（高岡市守山町）が有名だが、明治時代～大正初期に建てられ
た富山県庁、県会議事堂、富山市役所、富山市立図書館、県立薬学専門
学校なども洋風建築だった。今回は、それらの建物と歴史的背景につ
いて探ってみたい。

　新開地・横浜の建設工事に関係して、成功した越中人がいる。清水組（現・清水建設）
をおこした初代と２代の清水喜助だ。初代の清水喜助は、越中国婦負郡小羽村（現・富
山市小羽）の農家に生まれたが、20歳前後で青雲の志を抱いて江戸に向かい、途中宇
都宮に立寄り日光東照宮の修営工事に加わった。江戸に上ってからは神田鍛冶町で
大工を開業した。２代清水喜助は越中国井波の小間物商の次男で、名を清七といっ
た。彼の生まれた時期は井波大工の興隆期で、大工の家ではなかったが、幼少から建
築に大きな関心をもっていたという。その後、江戸にのぼり、初代のもとに弟子入り
し、堂宮大工として腕を鍛えられた。清水の入り婿となり、初代の長女と結婚。清水組
がいちはやく進出していた横浜店を担当。その後、幕府から外国人旅館（築地ホテル
館）の建築を請負い、日本人最初のホテル経営者となった。

越中人と西洋建築　清水組の横浜での成功

居
留
地
建
築
と
お
雇
い
外
国
人

日
本
人
建
築
家
が
育
つ
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旧・富山県庁（明治33年完成）旧・県会議事堂（明治42年完成）旧・富山市役所（明治25年完成）旧・富山市役所（大正9年完成）

上の写真を別の角度から見たもの
「写真が語る激動のふるさと一世紀　目で見る富山
市の100年」（郷土出版社　高井進監修）

業
を
支
え
た
工
部
省
に
工
学
寮
が
設
置

さ
れ
、
１
８
７
３
年
に
は
大
学
が
置
か

れ
、
１
８
７
７
年
に
は
工
部
大
学
校

に
改
称
さ
れ
た
が
、同
年
、造
家
学
教

師
と
し
て
、ロ
ン
ド
ン
出
身
の
ジ
ョ
サ

イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
着
任
。辰た

つ
の
き
ん
ご

野
金
吾
、

曽そ
ね
た
つ
ぞ
う

禰
達
蔵
、片か
た
や
ま
と
う
く
ま

山
東
熊
ら
創
世
記
の
日

本
人
建
築
家
を
育
成
し
、建
築
界
の
基

礎
を
築
い
た
。（
工
部
大
学
校
は
、現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
と
な
っ
て
い
る
）

　

１
８
８
０
年（
明
治
13
年
）か
ら
３
年

が
か
り
で
建
て
ら
れ
た
鹿
鳴
館
は
、コ

ン
ド
ル
の
設
計
で
あ
っ
た（
１
９
４
０

年
に
取
り
壊
さ
れ
た
）。
こ
の
他
、ニ
コ

ラ
イ
堂（
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
聖
堂
。関

東
大
震
災
で
被
災
し
、現
在
の
建
物
は

岡
田
信
一
郎
の
設
計
で
再
建
さ
れ
た
も

の
）や
、東
京
丸
の
内
最
初
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
で
あ
る
三
菱
一
号
館
、岩
崎
久
彌

邸（
三
菱
財
閥
の
創
始
者
の
長
男
で
三

代
目
総
帥
）、綱
町
三
井
倶
楽
部
な
ど
も

彼
の
設
計
で
あ
る
。

　

辰
野
金
吾
は
、唐
津（
佐
賀
県
）藩
士

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、工
部
省
工
学

寮
に
第
１
回
生
と
し
て
入
学
。
２
年
修

了
後
、造
船
か
ら
造
家（
建
築
）に
転
じ
、

同
科
を
首
席
で
卒
業
。英
国
に
留
学
し
、

コ
ン
ド
ル
の
師
の
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
事
務

所
や
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
学
び
帰
国
。工

部
大
学
校
の
教
授
と
な
っ
た
。造
家
学

会（
現
在
の
㈳
日
本
建
築
学
会
）を
設
立

し
て
い
る
。帝
国
大
学
工
科
大
学
学
長

滝廉太郎の従兄・滝大吉と県会議事堂、浅草十二階
「ふるさとの想い出 写真集 明治大正昭和 富山」（㈱国書刊行会　八尾正治編）「ふるさとの想い出 写真集 明治大正昭和 富山」（㈱国書刊行会　八尾正治編）

　滝廉太郎の父・吉弘は、日出藩（大分県）の大参事を務め、明治5年に単身上京。明治7年に妻子を呼び寄
せた。滝大吉は吉弘の兄・吉彰の子だが、吉彰が27歳の若さで没したので、吉弘が滝家を継ぐとともに大
吉を引き取り養育していたので、大吉も東京へ移り住んだ。吉弘は大蔵省勤務のあと、内務省に転じ、大
久保利通や伊藤博文のもとで10年近く中央の官吏として働いたあと、地方官吏に転出した。最初が明治
15年の神奈川県少書記官（廉太郎３歳）で、次が明治19年の富山県書記官（廉太郎7歳）、明治22年に大
分に戻り大分郡と直入郡の各郡長を歴任した。
　明治16年、大吉は工部大学校造家学科（現・東大工学部）を卒業し、警視庁御用掛の後、太政官会計局勤
務となり、政府お雇いの建築技師コンドルのもとで助手を務めながら、建築家としての道を歩み始めた。
　吉弘が明治20年12月に富山県上新川郡議事堂の落成式に臨んでいるが、その時、大吉も関係者の一
人として出席していたと「瀧廉太郎」の著者・松本正氏は推測する。1月早く富山城内に竣工した県会議
事堂（明治42年のものとは異なる）とともに、この上新川郡議事堂を大吉が設計・監督したというのが理
由である。富山で２つの公共建築物に関わったのは、吉弘が県の書記官をしていた関係からとみられる。
当時、大吉は、官を辞し、帝国工業会社で建築部長に昇任したばかりだったという。
　明治23年に完成した「浅草十二階凌雲閣」（日本における高層建築物の先駆け。日本初の電動式エレ
ベーターを設置。ただし、故障が多く、翌年には使用中止に。浅草のランドマークとなり、啄木や白秋の詩
歌や文学作品にも登場。大正12年の震災で8階から上が崩壊し、危険なため工兵隊により爆破された。）
は、英国からのお雇い外国人・ウィリアム・Ｋ・バルトンの設計で大吉が監督施工を行った。なお、バルト
ンは、上下水道事業推進のための人的基盤の礎石となった人で、陣頭に立って主要都市の上下水道の設
計計画や工事の指導に当たった。上水道に関しては細菌汚染阻止への厳格な姿勢を持ち、下水道に関し
ても、雨水に汚水を混ぜると全体が汚水に変わるという妥協を許さない汚染防止の姿勢がみられた。
　明治27年、滝廉太郎は、大分・竹田の高等小学校を卒業後、音楽の道を志して上京しているが、その時、
大吉の家に寄宿している。その頃には、大吉は陸軍省の技師として、忙しい中にも陸軍の建築構造の基本
を確立し、西洋建築学書としては最初の「建築構造法」という書物を著わしている。明治32年には、辰野
金吾会長のもと、妻木頼黄とともに、建築学会の副会長も務めている。ちなみに、大吉は、明治19年に親
友の河合浩蔵とともに造家学会（現在の㈳日本建築学会）の設立を推進している。河合は、ドイツ人建築
家ヘルマン・エンデとヴィルヘルム・ベックマンの基本設計をもとに中央合同庁舎第６号館赤れんが棟
（法務省旧本館、旧司法省）の実施設計・工事監理を担当した人物として知られる。
　大吉は、明治35年11月、脳溢血のため突然亡くなった。42歳だった。廉太郎は、明治33年に「荒城の
月」などを作曲後、翌年、ドイツに留学するが、病を患い、35年に大吉らに迎えられて帰国しているが、そ
れが心労となったのだろうか？廉太郎はその後、大分の両親のもとに戻り36年6月に帰らぬ人となっ
た。23歳だった。この年、廉太郎が遊んだ神通川に馳越線をつくる工事が完成している。
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旧・富山市立図書館（大正元年完成）　大正2年（1913年）秋に
堀川村の女子師範学校敷地（現・富山いずみ高校）で開催され
た一府八県連合共進会（博覧会）で参考館として利用された。

富山物産陳列館（大正4年完成）　富山市で作ら
れる各種の商品が展示即売され、産物の紹介に
大きな役割を果たした。

県立富山薬学専門学校（明治43年完成）
「ふるさとの想い出 写真集 明治大正昭和 富山」（㈱国書刊行会　八尾正治編）

の
後
、大
学
を
辞
め
、葛
西
萬
司
や
片
岡

安
と
事
務
所
を
開
設
し
た
。日
本
銀
行

本
店
や
東
京
駅
を
設
計
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。赤
煉
瓦
に
白
い
石
を
帯
状
に

め
ぐ
ら
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
得
意
と
し
、

「
辰
野
式
」と
称
さ
れ
る
。高
岡
の
山
町

筋
に
あ
る
富
山
銀
行
本
店
は
、辰
野
金

吾
監
修
の
も
と
、清
水
組（
現
在
の
清
水

建
設
㈱
）の
田
辺
淳
吉
が
設
計
し
た
。田

辺
は
、大
正
時
代
建
築
の
名
手
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

曽
禰
達
蔵
は
、唐
津
藩
の
祐
筆（
書

記
）の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。丸

の
内
三
菱
オ
フ
ィ
ス
街
の
基
礎
を
築
い

た
人
物
で
、の
ち
に
後
輩
の
中
條
精
一

郎
と
と
も
に
設
計
事
務
所
を
開
設
し
、

都
心
を
飾
る
多
く
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を

設
計
し
た
。

　

片
山
東
熊
は
、長
州
藩（
山
口
県
）の

藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、奇
兵
隊
に
入
隊

し
、戊
辰
戦
争
で
戦
っ
た
経
験
を
持
つ
。

辰
野
、曽
禰
ら
と
同
期
。宮
内
省
で
、東

宮
御
所（
の
ち
、赤
坂
離
宮
。現
在
の
迎

賓
館
）の
設
計
な
ど
宮
廷
建
築
に
多
く

関
わ
っ
た
。東
宮
御
所
は
、明
は
る
の
み
や宮
殿
下

（
の
ち
の
大
正
天
皇
）の
皇
太
子
時
代
の

住
居
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。日
本
の
建

築
界
が
明
治
を
通
じ
て
学
習
し
て
き
た

西
洋
建
築
の
総
決
算
と
言
わ
れ
る
。
こ

れ
が
完
成
し
た
時
、当
時
の
建
築
家
た

ち
は
や
っ
と
西
欧
の
建
築
家
に
追
い
つ

い
た
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

ル
ー
ブ
ル
宮
東
正
面
や
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
宮
を
手
本
と
し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
負

け
な
い
宮
殿
と
し
て
、構
造
、規
模
、設

備
、装
飾
の
全
て
に
お
い
て
一
流
を
目

指
し
、設
計
に
２
年
半
、工
事
に
９
年
を

か
け
て
完
成
し
た
。片
山
は
、京
都
博
物

館
の
設
計
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
以
来
の
様
式
建
築
習
熟
の
歴
史

に
お
け
る
ひ
と
つ
の
頂
点
と
い
わ
れ
る

の
が
明
治
生
命
館
で
あ
る
。東
京
帝
国

大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
で
辰
野
金
吾

に
学
び
、東
京
美
術
学
校（
現
在
の
東
京

芸
術
大
学
の
前
身
）、早
稲
田
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
た
岡
田
信
一
郎
の
設
計
に
よ

る
。彼
は
伝
統
的
な
日
本
建
築
に
対
す

る
造
詣
も
深
く
、研
究
者
で
あ
っ
た
一

方
で
、西
洋
建
築
の
様
式
に
通
じ
、本
格

的
な
西
洋
の
様
式
建
築
と
共
に
、西
洋

と
日
本
の
融
合
や
、日
本
建
築
の
近
代

化
を
は
か
っ
た
作
品
を
送
り
出
し
た
。

　

富
山
県
の
状
況
を
み
る
と
、先
の

富
山
銀
行
が
辰
野
金
吾
監
修
で
あ
る

の
と
、旧
・
富
山
市
立
図
書
館
も
辰
野

の
設
計
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、今
の

富
山
国
際
会
議
場
の
あ
た
り
に
あ
っ

た
よ
う
で
、昭
和
20
年
の
富
山
大
空
襲

で
焼
失
し
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
の
想

い
出 

写
真
集 

明
治
大
正
昭
和 

富
山
」

に
よ
る
と
、型
式
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
式

（Secession　

ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
）で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
田
辺
淳
吉
が
明
治

42
、43
年
に
欧
米
を
視
察
し
た
時
、新
し

　赤レンガの東京駅は、辰野金吾が設計し大正3年に創建された建物。1945年、空
襲を受け、壁を残して焼失した。戦後修復されたが、3階建てが2階建てとなり、南北
２つのドームもシンプルな三角屋根として復興された。現在、2011年度末の完成を
目指し、復元計画が進められており、昔の図面どおり、3階部分とドームが復元され
る予定だ。
　また、東京丸の内最初のオフィスビル、赤レンガの「三菱一号館」も復元される予定
だ。東京駅前にあった丸の内煉瓦街は、ジョサイア・コンドルが設計、指導、監修を行
い、ロンドンのロンバードをならったビジネス街にすべく作られた街。当時は、街路
樹として植えられた銀杏並木に赤煉瓦が見事に調和していたという。

東京駅、丸の内最初のオフィスビルに復元計画

「ふるさとの想い出 写真集 明治大正昭和 富山」（㈱国書刊行会　八尾正治編）

富
山
の
洋
風
建
築
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い
建
築
界
の
潮
流
と
な
っ
て
い
て
強

い
影
響
を
受
け
た
型
式
で
あ
る
こ
と
か

ら
、あ
る
い
は
こ
の
建
物
も
富
山
銀
行

同
様
設
計
に
携
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

お
隣
り
、金
沢
の
洋
風
建
築
と
し
て

有
名
な
の
は
、広
坂
に
あ
る
石
川
近
代

文
学
館（
旧
第
四
高
等
中
学
校
本
館
）で

あ
る
。山
口
半
六
が
設
計
し
、明
治
24
年

に
竣
工
し
た
本
格
的
な
煉
瓦
作
り
の
建

物
で
、戦
後
は
金
沢
大
学
理
学
部
と
し

て
昭
和
43
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。山
口

半
六
は
、明
治
35
年
に
竣
工
し
た
近
世

フ
ラ
ン
ス
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
代
表

的
作
品
・
兵
庫
県
庁
舎（
現
在
の
兵
庫
県

公
館
）の
設
計
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

ま
た
、明
治
23
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
・
東

京
音
楽
学
校（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）の

講
堂
兼
音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
建
て
ら
れ

た
奏
楽
堂
の
設
計
に
も
か
か
わ
っ
て
い

る
。
２
階
ホ
ー
ル
は
、滝
廉
太
郎
が
ピ

ア
ノ
を
弾
き
、山
田
耕
筰
が
歌
曲
を
歌

い
、三
浦
環
が
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
由

緒
あ
る
舞
台
で
あ
る
。

　

さ
て
、竺

ち
く
か
く
ぎ
ょ
う

覚
暁
氏（
金
沢
工
業
大
学
教

授
）に
よ
る
と
、日
本
の
近
代
建
築
は

一
般
に
次
の
５
つ
に
区
分
さ
れ
る
と
い

う
。（
県
民
カ
レ
ッ
ジ
テ
レ
ビ
放
送
講
座

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り　

平
成
10
年
度
第

６
回
）

①
西
洋
館
建
築
…
西
洋
諸
国
の
外
交
官

や
宣
教
師
、教
師
、商
人
な
ど
が
自
ら
の

設
計
で
、主
と
し
て
自
ら
の
住
宅
と
し

て
建
て
た
も
の
。県
内
で
は
、日
本
基
督

教
団
魚
津
教
会（
今
は
現
存
し
な
い
）。

②
擬
洋
風
建
築
…
「
文
明
開
化
」に
よ

り
全
国
で
起
こ
っ
た
西
洋
建
築
建
設
の

要
求
に
地
元
の
大
工
が
応
え
て
創
ら
れ

た
も
の
。横
浜
や
神
戸
の
外
国
人
居
留

地
や
東
京
に
建
て
ら
れ
て
い
た
西
洋
館

建
築
を
見
学
に
行
き
、そ
の
形
態
を
自

ら
の
伝
統
的
和
洋
建
築
技
術
で
コ
ピ
ー

べ
る
。

　

ま
た
、県
庁
竣
工
の
翌
年
に
建
て
ら

れ
た
富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
富
永

譲
吉
設
計
）も
全
体
的
に
は
抽
象
的
な

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

⑤
近
代
和
風
建
築
…
公
的
な
建
築
は
西

洋
建
築
で
あ
っ
て
も
私
的
な
面
の
建
築

は
長
く
和
風
建
築
で
建
て
ら
れ
た
。高

岡
山
町
筋
の
菅
野
家（
明
治
34
年
頃
）は

藩
政
期
の「
ま
ち
や
」の
完
成
さ
れ
た
造

形
に
西
洋
の
思
想
や
技
術
を
導
入
し
た

富
山
の
近
代
和
風
建
築
の
傑
作
と
さ
れ

る
。　

建
築
家
に
よ
る
日
本
の
本
格
的
な
西
洋

建
築
が
こ
れ
に
入
る
。高
岡
市
の
富
山

銀
行
本
店
は
県
内
に
残
る
唯
一
の
本
格

西
洋
建
築
だ
。
こ
の
他
、福
野
高
校
厳

浄
閣（
藤
井
助
之
丞
が
設
計
）、滑
川
市

の
高
橋
医
院
、新
湊
市
の
牧
田
組
、東
洋

紡
績
井
波
工
場
事
務
所
な
ど
が
あ
る
そ

う
だ
。

④
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で「
折
衷
主
義
」に
対
す
る
批
判
が
高

ま
り
、合
理
的
で
自
由
、機
能
的
か
つ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
が
１
９
２
０
年
代
に
創
造
さ
れ

始
め
た
。鉄
と
ガ
ラ
ス
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
こ
の
近
代
デ
ザ
イ
ン
を
可
能
に
し

た
。旧
庄
川
町
の
木
村
産
業
が
県
内
に

お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
極
め

て
早
い
例
だ
。
が
、何
と
言
っ
て
も
富

山
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
幕
開
け
は
神
通
川

廃
川
地
の
開
発
と
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た

富
山
県
庁（
昭
和
10
年〈
１
９
３
５
年
〉

竣
工
、大
熊
喜
邦
設
計
）だ
と
竺
氏
は
述

【
参
考
文
献
】「
ふ
る
さ
と
の
想
い
出　

写
真
集　

明
治
大
正
昭
和

　

富
山
」（
国
書
刊
行
会　

八
尾
正
治
編
）、「
写
真
が
語
る
激
動
の

ふ
る
さ
と
一
世
紀　

目
で
見
る　

富
山
市
の
１
０
０
年
」（
郷
土
出

版
社　

高
井
進
監
修
）、「
職
人
た
ち
の
西
洋
建
築
」（
講
談
社
選
書

メ
チ
エ　

初
田
亨
著
）、「
明
治
・
大
正
期　

富
山
県
の
建
築
」（
㈳

富
山
県
建
築
士
会
）、「
大
分
県
先
哲
叢
書　

瀧
廉
太
郎
」（
大
分
県

教
育
委
員
会　

安
永
武
一
郎
監
修
・
松
本
正
著
）、「
日
本
の
名
景

　

洋
館
」（
光
村
推
古
書
院　

高
井
潔
著
）、「
西
洋
館　

明
治
・
大

正
の
建
築
散
歩
」（
淡
交
社　

中
村
哲
夫
著
）、「
明
治
の
建
築
」（
本

の
友
社　

桐
敷
真
次
郎
著
）、「
滝
廉
太
郎
伝
」（
大
空
社　

宮
瀬
睦

夫
著
）、「
浅
草
十
二
階
」（
青
土
社　

細
馬
宏
通
著
）、「
国
土
を
創
っ

た
土
木
技
術
者
た
ち
」（
鹿
島
出
版
会　

国
土
政
策
機
構
編
）、清
水

建
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、三
菱
地
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Wikipedia

、他

日
本
の
近
代
建
築
を
５
つ
に
区
分

し
た
。県
内
で
は
旧
福
光
町
の
福
祉
の

家「
光
龍
館
」（
旧
・
西
勝
医
院
）、高
岡
市

の
井
波
屋
仏
壇
店（
旧
・
林
屋
茶
舗
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
内
の
砺
波
市
立
砺

波
郷
土
資
料
館（
旧
・
中
越
銀
行
本
店
を

移
転
。土
蔵
造
り
と
西
洋
建
築
の
融
合
。

宮
内
庁
技
師
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
長
岡

平
三
と
井
波
の
宮
大
工
で
名
棟
梁
と
言

わ
れ
た
藤
井
助
之
丞
が
設
計
）な
ど
が

あ
る
。

③
折
衷
主
義
建
築
…
明
治
日
本
が
西
洋

建
築
を
学
び
始
め
た
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
、過
去
の
様
々
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
、ギ

リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
建
築
、ロ
マ

ネ
ス
ク
や
ゴ
シ
ッ
ク
の
中
世
建
築
、ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
の
近
世
建
築

な
ど
の
様
式
を
創
ろ
う
と
す
る
建
築
の

目
的
に
応
じ
て
選
択
し
、折
衷
し
て
デ

ザ
イ
ン
す
る「
折
衷
主
義
建
築
」の
時
代

だ
っ
た
。政
府
が
招
い
た
外
国
人
教
師

に
学
び
、あ
る
い
は
、西
洋
の
学
校
に
留

学
し
、本
格
的
な
西
洋
建
築
を
学
ん
だ

　大熊喜邦は、東京帝国大学建築学科卒業後、辰野金吾と並ぶ建築界の大ボスだった妻木頼黄のいる大蔵
省臨時建築局（議院〈国会議事堂〉建設のための組織）へ入った。ちなみに、妻木は、辰野の後輩でコンドル
に学んでいるが、中途退学してアメリカ留学。帰国後、東京府に勤務後、臨時建築局に務め、議院研究のた
めドイツに留学、1888年（明治21年）に帰国。が、一時、本格的な議院建築は見送られる。日露戦争後再び
議院建築の機運が盛り上がった時、辰野らから公開コンペ開催の要求が起こり、設計を進めていた妻木ら
を批判するがこれを退ける。しかし、その後計画は延期となり、官位を辞任。1916年（大正5年）に逝去。
辰野はコンペ開催を決定し、1919年、応募118点の中から第一次審査をする途中で亡くなった。その後、
第2次審査で1等となった宮内技手の渡辺福三の案を妻木の右腕だった矢橋賢吉（旧石川県庁の設計者で
もある）らが修正。大熊は矢橋の部下としてサポートする。昭和2年の上棟式のあとしばらくして矢橋がな
くなると、大熊が後任として工務部長となり、昭和11年の完成まで導いた。（下記に参考にしたリンク）
「東京の近代建築」　http://members.aol.com/nk10jo/kiko1/tokin/tokin11.html
「建築家矢橋賢吉とその作品について」　http://white.freespace.jp/layla/yabashi-02.html

富山県庁を設計した大熊喜邦と国会議事堂


